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カルシュウムに富む斜長石の分化した隕石母天体と月における形成分解過程と地球
環境の考察
Formation of Ca-rich Plagioclase in Meteoritic and Lunar Crust and its Decomposition
with Reference to Earth Environment
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最近の「かぐや」による月探査と、Dawn探査機による小惑星ベスタの探査、「はやぶさ」の採取した LL コンドライ
ト試料に関連した研究により、始原的な地殻を持つ小天体の物質分布とその形成過程が明らかになりつつある。これよ
りコンドライト的始原物質が、母天体での内部加熱と衝突による部分溶融により生ずるグラニュライト的物質には、ア
ルバイトとダイオプサイトよりなる安山岩的物質が部分的に形成されていることが判明した [1,2,3]。しかし、これより
もっと大きな隕石母天体であるベスタでは、表面近くにマグマ大洋が形成され、カルシュウムに富む斜長石とピジョン
輝石よりなるユークライトが形成され、その下の下部地殻には斜方輝石のみからなるダイオジェナイトがあるという層
状地殻モデルが我々により提唱されていた [6]。最近の Dawn探査機による小惑星ベスタの探査 [5] により、このモデル
が実証された [5]。日本の「かぐや」月探査機により、月裏側高地にはトリウムの最も少なくMg numberの高い苦鉄質ケ
イ酸塩鉱物を極少量含む純粋に近いカルシュウムに富む斜長石よりなる原始地殻が残っている可能性のある地域が確認
された。月の裏側にある大きな盆地は月初期にできて以後、表側のように溶岩により満たされること無く、古い地形が
未だに残っている。この月裏側について、「かぐや」の得た大きな成果である重力分布図、地形カメラ (TC),マルチバン
ドイメージャ(MI), レーザ光度計 (LALT) により地形図、地殻の厚さの分布図、ガンマ線分光計 (KGRS)によるトリウム
分布図 [8]より、地殻がもっとも厚く、トリウムの最も少ない地域が発見された。またMI, スペクトルプロファイラ (SP)
より [9]アポロ試料の斜長岩より、より始原的な月地殻が残っている可能性が高いと考えられる。月の裏側から来たとさ
れる月隕石、ドーファー 489, 307, 309月隕石の鉱物学的、地球化学的研究より、この地域にあるデリクレ-ジャクソン・
ベースン (FS-DJ)底で形成された可能性も示された [10]。アポロ計画で持ち帰られた斜長岩の研究より通説となってい
たマグマ大洋モデルでは説明がつかない事実が増えている。コンドライト的始原物質の部分溶融によるマグマ大洋から、
ベスタのようなカルシュウムに富む斜長石を晶出するマグマ大洋をつくるには、マグマ大洋への隕石様小天体の衝突に
よりナトリウムを気化して追い出すようなモデル [7]も提唱されている。月のカルシュウムに富む純粋に近い斜長岩を晶
出するモデル [9]には、月のジャイアント・インパクト・モデルによるナトリウムの消失も関与している。カルシュウム
に富む純粋に近い斜長石は森林土壌でつくられるフルボ酸で容易に分解されるので、地球上ではそのカルシュウムが川
により海に運ばれ、炭酸ガスをウーライトのような炭酸カルシュウムとして沈殿することが考えられるので、このよう
な炭酸ガス固定も地球の環境問題を考える時に考慮しなくてはならないだろう。
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